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「機関リポジトリの目指すもの」 
 

愛称が｢OPERA｣に決定 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
58点の応募作品の中から「OPERA」に決定

しました。 

「著作」を意味するラテン語のopusの複数

形に由来します。 

また、オペラが演劇と楽団のハーモニーを

基調とすることから、リポジトリを大学全体で

協調して構築していくという意味も持ってい

ます。 

 

大阪府立大学研究者の皆さまの学術論文、学会発表資料などを本学資料として大切に保存すると

ともに、ウェブ公開によりその可視性を高めます。  

■ コンテンツ登録の流れ 

                  

※ 学術雑誌論文、紀要論文、学会発表資料（プレゼンテーション資料など）、図書（やその一部）など。 

■ 著作権について 

□ 登録を希望された論文については、以下の著作権の扱いに同意されたものとします。 

a. 学術研究成果がリポジトリに登録された後も、著作権は著作権者の元に留保されます。 

b. 登録者は、大阪府立大学に対し、次の3 点について無償で許諾していただきます。  

(1)  当該学術研究成果を複製し、リポジトリに格納すること。  

(2)  ネットワークを通じて(1)の複製物を不特定多数に無料で公開すること。  

(3)  保存及び利用可能性の維持のため、複製・媒体変換を行うこと。 

c. 共著論文の場合は、全ての共著者から、上記(b)の3 点の承認を得てください。 

   

■ コンテンツ送付先、問合せ先 

論文等の登録・公開を希望される方は、学術情報センター図書館リポジトリ担当までご相談く

ださい。コンテンツは図書館で登録いたしますが、いただいたコンテンツが出版社等との権利

関係・著作権上の問題がないか調査した上で登録、公開します。 

 

 

電子メール、

学内便、 

ご持参 

教職員 図書館 リポジトリ 

コンテンツのご提供 

※ 

・著作権の確認 

・PDF 化 

・メタデータ付与 

・リポジトリに登録 

・コンテンツの蓄積 

・世界に情報発信！ 

学術情報センター図書館リポジトリ担当 （内２１８６、２１８９ repo@ao.osakafu-u.ac.jp） 

教員向け説明会での資料 
 Senriの道も一歩から

-大阪府立大学の場合-

大阪府立大学

学術情報センター図書館

高﨑 秀美

DRF-Senriでの事例報告 
 

OPERA広報物 
 

大阪府立大学ホームページ 

リポジトリへは、大学ホームページ、

学術情報センターホームページからも

アクセスできます。 

平成20年度の活動 

学内での活動 

【学内合意形成のために】 

 平成20年10月 

役員連絡会、部局長連絡会議において、リポジトリの意義及び国内での

状況などについて説明を行う 

⇒学内においてリポジトリ構築事業が認知され、大学の事業としての 

リポジトリ構築が本格始動 

 
【主な広報活動】 

 平成20年12月4日 

機関リポジトリ講演会 

筑波大学 逸村裕教授 「機関リポジトリの目指すもの」 

⇒ 理事5名が出席の快挙 

平成20年12月～1月 

「大阪府立大学学術情報リポジトリ」愛称募集 

  ⇒ 58点の応募作品の中から「OPERA」に決定。 

 平成21年1～3月 

教員向け説明会（開催：10回／参加：401名） 

広報グッズの作成： エコバッグ、紙バッグ、クリアファイル、ポストイット 

学外での活動 
平成20年7月23日～25日 

NII 学術ポータル担当者研修 

平成20年10月29日～30日 

DRF/ShaRe地域ワークショップ （広島） 

平成21年1月19日～20日 

DRF地域ワークショップ（近畿地区） DRF-Senriで事例報告 

「Senriの道も一歩から －大阪府立大学の場合 －」 

大阪府立大学学術情報センターホームページ 

平成 2 1 年度の計画 

「大阪府立大学にしかないリポジトリ」の構築を目指して 

コンテンツ収集 

● 既存データ（紀要、博士論文、学術雑誌掲載論文）の著作権処理、

登録 

● 学内刊行物の電子化・登録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

登録の制度化 

● 博士論文 

 各部局への協力要請、登録同意書の作成 

● 紀要投稿規程の改訂依頼 

● 科研費報告書（予定） 

図書館広報誌『アウリオン』 学術情報センター広報誌『情報』 大阪府立大学 学報 

博士論文登録同意書 

平成 年 月 日 
 

大阪府立大学学術情報リポジトリへの博士学位論文登録同意書 

 
大阪府立大学学術情報センター長 様 
 

私が執筆した博士学位論文（全文）について、研究指導教員の了解の下に、大阪府立大学学術情

報リポジトリに登録、公開することに同意します。 
 

氏名（自署）                  
 

論文題目（和文）  

論文題目（欧文）  

研究指導教員の 
所属・職・氏名  

公開可能時期 
（注 1） 

□ 即時公開が可能である。 
□ 平成  年  月  日以降に公開可能である。 
□ 未定１：出版社等の他者に著作権が帰属する内容を含んでいるので、 

利用許諾が得られた後に公開可能である。 
□ 未定２：特許・実用新案等の申請に係わって公開可能時期が定まらない。

□ 未定３：その他の理由で公開可能時期が定まらない。 
その他の連絡事項 
<別紙にお書き下さ

っても結構です> 

 
 
 

電子データ提出日 
（注２） 

(論文審査終了後 7 日以内に提出してください。) 
平成   年   月   日 

 
連絡先 

所 属  

住 所  

電話番号  

電子メールアドレス  

＊(注１) 学位論文が出版社等の他者に著作権が帰属する内容を含んでいて利用許諾を得る必要がある

場合や、その内容に特許・実用新案等の申請予定がある場合などで公開可能時期が定まらないときは、

学術情報課リポジトリ担当（内線 2186 repo@ao.osakafu-u.ac.jp）までご連絡下さい。利用許諾を得

るための事務作業等は学術情報課で可能な限り行います。 

＊(注２) 電子データは、論文審査終了後に PDF 化して CD-R 等の媒体にて、学務課教務担当に提出して

ください。電子データを提出された場合は、冊子体の提出は１部減じてください。電子データの PDF

化が困難な場合は、学術情報課リポジトリ担当（内線 2186 repo@ao.osakafu-u.ac.jp）までご連絡下

さい。 

＊この同意書は、博士学位論文のインターネット公開のため、著作権のうち、複製権、公衆送信権につ

いて、これらを大阪府立大学が行使する権利を著作者に認めていただくもので、著作権を移譲するも

のではありません。 

＊記載いただいた事項は目的外の用途には使用しません。 

報道提供資料 

学外への広報 

● 学術情報センター図書館の府民利用者へ 

● 大阪府立図書館との相互協力ネットワークを通じて府内公共図書館

の利用者へ 

学内への広報 

● 講演会開催予定 

 平成21年11～12月頃 

 講演者募集中 

● 教員向け説明会 

● パンフレットの作成 


